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１
月
８
日
（
日
）、
阿
児

ア
リ
ー
ナ
で
成
人
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
８

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

市
内
在
住
お
よ
び
市
内
出
身

の
５
４
８
人
が
対
象
で
、
当

日
は
５
０
９
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
旧
友

た
ち
と
の
再
会
を
喜
び
、
写

真
撮
影
を
す
る
な
ど
、
会
場

は
笑
顔
と
喜
び
の
声
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
開
催
さ
れ
る
本
市

の
成
人
式
。
マ
ー
チ
ン
グ
Ａ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏

や
中
学
時
代
の
思
い
出
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
の
ほ
か
、
中
学
校

の
恩
師
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
和
や
か
な
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
、
家
族
か
ら
祝
福
を
受
け

る
中
、
新
成
人
は
大
人
と
し

て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

①「世界に一つだけの花」を演奏する
マーチングＡＧＯ

②お祝いと激励のメッセージを贈る
竹内市長

③中学校の恩師が思い出のエピソー
ドを披露

④Ｖリーグ岡山シーガルズ山口舞選
手からもお祝いの言葉が届きまし
た

①②③

④

祝成人 平成29年志摩市成人式
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特　

集

ふるさと 志摩市でお祝いの日を迎えた新成人たち。大人の自覚を胸に新たな一歩を踏み出しました。

新成人にインタビュー

前田　翔太郎さん
　宇宙関係の仕事に就き
たいという目標があるの
で、それに向けて頑張っ
ていきたいと思っていま
す。

三浦　優人さん
　約 4 か月、実行委員の
みんなで協力してきて今
日、素晴らしい式にする
ことができて、とても良
かったと思います。良い
大人になれるように頑張
ります。

西﨑　帆乃夏さん
　将来、理学療法士になっ
て、志摩にいるおじいちゃ
ん、おばあちゃんを助け
て、元気にお家に帰すとい
う仕事をしたいと思って
いるので、これから勉強
を頑張っていきたいです。

堤　美聡さん
　介護の仕事をしている
ので、一日一日、おじい
ちゃん、おばあちゃんの
笑顔を増やせるように自
分も笑顔で毎日、全力で
生きていきたいです。
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シ
リ
ー
ズ
防
災
　
そ
の
�

問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　
FAX

44
・
５
２
５
２

地
域
防
災
室　
E-mailchiikibosaishitsu@

city.shim
a.lg.jp

シ
リ
ー
ズ
防
災「
避
難
生
活
に
も
備
え
ま
し
ょ
う
」

　

理
論
上
最
大
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
市
で
は
ど
の
く
ら
い
の
住
民
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
平
成
25
年
３
月
に
公
表
さ

れ
た
三
重
県
の
「
地
震
被
害
想
定
結
果
」
に

よ
る
も
の
で
、
避
難
者
数
は
、
発
災
直
後
に

は
最
大
約
３
万
８
０
０
０
人
に
、
発
災
１
か

月
後
に
は
最
大
約
５
万
人
に
達
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
避

難
者
数
が
増
加
す
る
の
は
断
水
な
ど
に
よ

り
、
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
る
た
め
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

避
難
生
活
に
も
備
え
ま
し
ょ
う

避
難
所
に
お
け
る
生
活
の
心
得

避
難
生
活
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

　

自
宅
の
流
失
や
損
壊
、
断
水
な
ど
に
よ
り

自
宅
で
の
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
市
の
開
設
す
る
避
難
所
や
各
自
の
テ
ン

ト
あ
る
い
は
車
の
中
で
生
活
す
る
か
、
被
災

地
域
外
の
親
戚
や
知
人
な
ど
を
頼
っ
て
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合

も
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

特
に
、
避
難
所
で
の
生
活
で
は
、
多
数
の

避
難
者
と
の
共
同
生
活
と
な
る
た
め
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
著
し
く
制
約
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の

避
難
生
活
の
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
ス
ト
レ
ス
や
過
労
か
ら
体
調
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、

乳
幼
児
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ

る
要
配
慮
者
に
対
し
て
も
特
別
な
配
慮
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
避
難
所
運
営
は
避
難
者
み
ん
な
の
手
で

　

避
難
所
の
開
設
と
当
初
の
運
営
は
、
原
則

と
し
て
市
役
所
の
職
員
や
施
設
管
理
者
を
中

心
に
行
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
避

難
者
に
よ
る
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
、
避
難

者
を
中
心
と
し
た
運
営
に
移
行
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

熊
本
地
震
の
教
訓
か
ら
、
市
役
所
な
ど
の

職
員
が
早
期
に
公
助
と
し
て
の
本
来
業
務
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
迅

速
な
復
興
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で

す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
自
治
会
な
ど
の
実
施
す

る
避
難
所
運
営
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
円
滑
に
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、

　

要
配
慮
者
に
対
し
て
気
を
配
り
ま
し
ょ
う

　

共
同
生
活
を
す
る
に
は
、
マ
ナ
ー
と
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
で
き
る
だ
け

早
期
に
共
同
生
活
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
定

め
、
そ
れ
を
遵
守
し
て
生
活
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
は
所
定
の
場
所
に
捨
て
、
定
期
的
に

清
掃
を
実
施
す
る
な
ど
、
生
活
環
境
を
衛
生

的
に
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
で
き
る
だ

け
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
男
女
あ
る
い

【南海トラフ地震による避難者予測数】
（志摩市の避難者数）

　

大
き
な
地
震
に
際
し
て
は
、
地
震
・
津
波

の
災
害
か
ら
逃
れ
た
後
の
避
難
生
活
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

上段：避難所外避難者
下段：避難所避難者

【過去の震災時の避難所運営期間】
（最長期間）

・阪神淡路大震災　約 7 か月
・新潟県中越地震　約 2 か月
・東日本大震災　　約 9 か月

は
要
配
慮
者
へ
の
部
屋
の
使
用
区
分
や
ト
イ

レ
な
ど
の
配
置
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
管
理
に
努
め
る

　

避
難
後
は
、
被
災
し
た
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に

よ
り
活
動
す
る
気
力
も
失
せ
、
何
も
せ
ず
に

過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、
感
染
症
や
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
の
病
気
に
な
り

が
ち
で
す
。
こ
の
た
め
、
体
を
こ
ま
め
に
動

か
し
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
熊
本
地
震
で
は
車
の
中
で
生
活
す

る
避
難
者
が
多
く
、
12
月
26
日
現
在
で
、
地

震
で
犠
牲
に
な
っ
た
直
接
被
害
者
数
50
人
よ

り
も
、
感
染
症
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
な
ど
の
間
接
被
害
者
数
が
１
１
０
人
と
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、医
師
や
看
護
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、

心
身
の
健
康
を
保
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

出典／阪神淡路大震災と東日本大震
災に関しては内閣府「避難所運営ガ
イドライン」を、新潟県中越地震に
関しては復興庁復興庁 HP を参照

「
避
難
準
備
情
報
」の
名
称
変
更

　

平
成
28
年
台
風
10
号
に
よ
り
岩
手
県
岩
泉

町
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
被
災
し
、
高
齢

者
の
入
居
者
９
人
全
員
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
内
閣
府
は
、
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
、

適
切
な
避
難
行
動
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
、
高
齢
者
な
ど
が
避
難
を

開
始
す
る
段
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
、
12
月
26
日
に
「
避
難
準
備
情

報
」
を
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
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地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ

正解は P25 にあります。

志摩びと

　　　 クイズ
Ｑ .16　昨年、指定 70 周年を迎えた伊勢志摩国立公園。その伊勢志摩国立公園がモデル地域のひとつとして指
定された、環境省が推進する国立公園を「ナショナルパーク」としてブランド化するプロジェクトの名称「国立
公園○○プロジェクト」。○○に入るのは？　　①満腹　　②満足　　③満喫

 地方創生シリーズ★志摩びとインタビュー

しま×ひと×つながり
総合政策課　  44・0205　FAX 44・5252　E-mail sogoseisaku@city.shima.lg.jp

松尾 明津さんのプロフィール
　志摩市浜島町のデザイン企画会社「松尾印刷」の代
表。これまでに志摩青年会議所の理事長や志摩市商工
会青年部の部長を務め、現在でもさまざまな分野でま
ちづくりの活動をされています。

志摩びと　No.9

　志摩市の地方創生事業の一
環で、志摩市でさまざまな分
野で活躍されている「志摩び
と」をリレー方式で紹介する
コーナーです。このコーナー
では、輝きを放つ「志摩びと」
にまちづくりや志摩への思い
についてお聞きします。

志
摩
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？

　

海
産
物
が
豊
富
な
御
食
つ
国
で
あ
り

私
有
地
の
９
割
が
国
立
公
園
、
そ
れ
に

何
と
い
っ
て
も
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
か
ら
、
他
の
地

域
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
何
か

特
別
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
ま
ち
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
？

　

最
近
、
夜
店
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
自
分
が
子
ど
も

の
頃
に
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
夜

店
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
今
の
子
ど

も
た
ち
に
も
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
商
工
会
浜
島
支
部

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
町
内
外
か
ら
も
多

く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
去
年

の
夏
６
年
ぶ
り
に
浜
島
で
夜
店
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
た
ち

に
は
自
分
の
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
し
、
そ
れ
が
最
終
的
に

ま
ち
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
自
分
の

ま
ち
は
す
ご
い
ん
だ
！
と
誇
れ
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　

私
の
人
生
は
青
年
会
議
所
に
入
っ
て

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
始
め
は
先
輩

に
誘
わ
れ
て
な
ん
と
な
く
活
動
に
参
加

し
た
の
で
す
が
、
活
動
を
共
に
す
る
う

ち
に
多
く
の
人
と
出
会
い
、
自
分
の
未

熟
さ
や
小
さ
さ
に
気
付
か
さ
れ
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
意
識
が
変
わ
り
自
分
も

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
す
ご
く
苦
し
い
時

期
が
あ
っ
た
の
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

も
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

次
の「
志
摩
び
と
」を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

コ
ク
ボ
・
オ
ー
ト
の
小
久
保
秀
峰
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

彼
と
は
青
年
会
議
所
や
商
工
会
青
年

部
で
活
動
を
共
に
し
て
き
て
、
信
頼
の

で
き
る
イ
ケ
メ
ン
な
後
輩
で
す
！

浜島の夜店。出店やイベントがいっぱいです。 夜店会場の大矢浜に多くの人が集まりました 地方創生「若者のワークショップ」へ参加 仕事で作っているＴシャツ
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第
10
回　

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

第10回　美し国三重市町対抗駅伝開催!
○とき　２月 19 日（日）　８時 45 分スタート（雨天決行）
○コース　県庁前（津市）～三重交通 G スポーツの杜　伊勢（伊勢市）
○ホームページ　http://www.mierk.jp/pref_ekiden/
○問い合わせ　生涯学習スポーツ課　 44・0339　FAX 44・5263　E-mail ky-sgakuspo@city.shima.lg.jp 6



第
10
回　

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

　２月 19 日に開催される美し国三重市町対抗駅伝。今年は第
10 回という記念の回を迎えます。市の代表として、日々練習
に励んできた選手へ、皆さんの温かい声援をお願いします！

志摩市選手団の皆さん

平成 29 年 1 月 9 日　選考会にて撮影

区　間 氏名（学年または年齢） 現所属先
(企業名・学校名）

コーチ
西尾　穣司
（30歳）

文岡中学校

6区
ジュニア

男子
6.36km

西井　翔馬
（3年）

伊賀白鳳
高校

橋本　真宙
（1年）

宇治山田
商業高校

7区
一般 
女子

2.89km

佐々　遥菜
（1年）

文岡中学校

井上　遥
（3年）

文岡中学校

8区
20歳以上

女子
3.43km

山口　未夢
（2年）

皇學館大学

和田　菜摘
（2年）

至学館大学

9区
ジュニア

女子
5.45km

玉木　さら
（1年）

宇治山田
商業高校

竹内ひより
（2年）

伊勢学園
高校

10区
20歳以上

男子
6.425km

西井　將人
（4年）

皇學館大学

谷口　雄真
（30歳）

志摩広域
消防組合

区　間 氏名（学年または年齢） 現所属先
(企業名・学校名）

監　督
尾原　泰彦
（56歳）

大王中学校

１区
小学生
女子

1.28km

東山　朋佳
（6年）

鵜方小学校

有留　摩於
（6年）

鵜方小学校

2区
小学生
男子

1.85km

奥野　隼佑
（6年）

磯部小学校

小林周太郎
（6年）

鵜方小学校

3区
中学生
女子

3.83km

畑　遥伽
（2年）

文岡中学校

竹内　菜桜
（3年）

文岡中学校

4区
中学生
男子

5.58km

濱口　大河
（3年）

文岡中学校

橋本　虎暁
（2年）

東海中学校

5区
40歳以上

男子
4.60km

岩崎　充宏
（51歳）

シーサイド
ホテル
鯨望荘

中川　典夫
（55歳）

御座郵便局
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

市津波避難計画（案）に
関する意見募集
　市では、近い将来発生が危惧され
ている南海トラフ地震などから住民
などの生命と身体の安全を確保する
ため「志摩市津波避難計画」の策定
を進めています。
　今回、その素案がまとまりました
ので、市のホームページ、または地
域防災室などで計画（案）の公表を
行います。皆さんのご意見をお聞か
せください。

２月１日（水）～３月３日（金）

●市ホームページ
●市役所本庁（１階ロビー、５階
24 番窓口地域防災室）および各支
所
※ただし、市役所閉庁日は閲覧でき
ません。

●地域防災室または各支所へ書面
（所定の様式）を持参
●郵送（〒 517-0592　阿児町鵜方
3098-22）
●FAX 44・5252
●E-mail chiikibosaishitsu@city.shima.lg.jp
※所定の様式を使用し、提出してく
ださい ( 住所、名前、連絡先および
募集対象者であることを示していた
だく必要があります )。

地域防災室
44・0203 　FAX 44・5252

E-mail chiikibosaishitsu@city.shima.lg.jp

志摩市人権施策基本方針（案）
に関する意見募集（第２回）
　市では、部落差別をはじめあらゆ
る差別をなくすことをめざし、平成
17 年度に策定（平成 18 年度改訂）
した「志摩市人権施策基本方針」の
見直しを行っています。
　市のホームページもしくは、人権
市民協働課などで計画（案）の公表
を行います。皆さんのご意見をお聞
かせください。

２月１日（水）～２月 20 日（月）
※第２回目の意見募集のため、募集
期間を 30 日未満とさせていただき
ます。

●市ホームページ
●市役所本庁（１階ロビー、１階３
番窓口人権市民協働課）および各支
所
※ただし、市役所閉庁日は閲覧でき
ません。

● 人権市民協働課または各支所へ書
面（所定の様式）を持参
●郵送（〒 517-0592　阿児町鵜方
3098-22）
●FAX 44・5260
●E-mail jinkenshimin@city.shima.lg.jp
※所定の様式を使用し、提出してく
ださい（住所、名前、連絡先および
募集対象者であることを示していた
だく必要があります）。

人権市民協働課
44・0227　FAX 44・5260

E-mail jinkenshimin@city.shima.lg.jp

第３次志摩市男女共同参画推進プラ
ン（案）に関する意見募集（第２回）
　市では、平成 23 年度に策定した

「志摩市男女共同参画推進プラン」
に基づき、男女共同参画社会の実現
に向け取り組んできましたが、平成
28 年度をもって計画が終了するこ
とから、現在、平成 29 年度を初年
度とする「第３次志摩市男女共同参
画推進プラン」の策定を進めている
ところです。
　市のホームページもしくは、人権
市民協働課などで計画（案）の公表
を行います。皆さんのご意見をお聞
かせください。

２月１日（水）～２月 20 日（月）
※第２回目の意見募集のため、募集
期間を 30 日未満とさせていただき
ます。

●市ホームページ
●市役所本庁（１階ロビー、１階３
番窓口人権市民協働課）および各支
所
※ただし、市役所閉庁日は閲覧でき
ません。

● 人権市民協働課または各支所へ書
面（所定の様式）を持参
●郵送（〒 517-0592　阿児町鵜方
3098-22）
●FAX 44・5260
●E-mail jinkenshimin@city.shima.lg.jp
※所定の様式を使用し、提出してく
ださい（住所、名前、連絡先および
募集対象者であることを示していた
だく必要があります）。

人権市民協働課
44・0227　FAX 44・5260

E-mail jinkenshimin@city.shima.lg.jp

募集期間

募集対象

閲覧方法

提出方法

結果の公表

問い合わせ

提出された意見は、次に掲げる事項を公表します（個人情報は除く）。
（１）意見の概要　（２）意見に対する市の考え方　（３）計画案を修正した場合は、修正した内容

（１）市内に住所を有する人　（２）市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他団体　（３）市内に
存する事務所または事務所に勤務する人　（４）市内の学校に在学する人　（５）その他計画に利害関係を有する人

パブリックコメントを募集します
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教
育
委
員
異
動
・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
公
表
・
自
然
環
境
保
護
審
議
会
委
員
募
集

教育委員会 教育長の紹介
平成 28 年 12 月 22 日に筒井晋介さんが新しく教育長に就任しました。委員の構成は次のとおりです。

教育長　筒
つ つ い

井　晋
しんすけ

介　　委　員　濵
はまぐち

口　茂
しげゆき

之（教育長職務代理者）
委　員　中

な か い

井　一
かずたか

隆　　委　員　人
ひ と み

見　千
ち は る

晴　　委　員　森
もり

　かお子
こ

　　（敬称略）

問い合わせ　教育総務課　 44・0315　FAX 44・5263

志摩市地球温暖化対策実行計画（第2期）に基づく
温室効果ガス排出量の公表（平成27年度排出量）

　市では、市役所の事務及び事業から出る温室効果ガスを削減する計画として志摩市地球温暖化対策実
行計画（第 2 期）を策定し、温室効果ガス排出量の削減に取り組んでいます。
　平成 27 年度実績での排出量は、5,389,637kg‐CO2 となり、基準年度である平成 18 年度に対して、
52.7％減少し、目標の排出量を下回りました。

問い合わせ　環境課　 44・0228　FAX 44・5260　E-mail kankyo@city.shima.lg.jp

基準年度排出量（平成18年度） 11,402,158kg ‐ CO2 ―
目標年度排出量（平29年度） 8,551,618kg ‐ CO2 25％減
平成27年度排出量 5,389,637kg ‐ CO2 52.7％減

自然環境保護審議会委員を募集します！
　市長の諮問に応じて、環境保全に関する基本事項について調査審議する志摩市自然環境保護審議会委員
を募集します。

志摩市自然環境保護審議会委員　募集要項

申込資格
・市内に在住し、平成 29 年４月１日現在で満 40 歳以上の人（市議会議員、市職員を除く）
・自然環境、生活環境など環境全般に関心があり、意見が言える人
・年間１～２回程度、平日昼間に開催する会議に出席できる人

募集人数 ２人程度
任 期 ２年間：平成 29 年４月１日～平成 31 年３月 31 日（予定）
開催回数 年間１～２回程度（予定） ※平日昼間に開催予定
活動内容 市長の諮問に応じて、環境保全に関する基本事項について調査審議を行っていただきます。
報酬など 報酬（日額 5,500 円）と交通費をお支払いします。

申込方法
所定の申込書を環境課へ提出してください。（持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール。電話は不可。）
申込書は、環境課または各支所で直接受け取るか、市ホームページからダウンロードしてく
ださい。

申込期間 ２月１日（水）～ ２月 28 日（火）（必着）
受付時間は、平日の８時 30 分から 17 時 15 分までとします。

提 出 先 〒 517-0592　志摩市阿児町鵜方 3098 番地 22　志摩市役所 市民生活部 環境課 （１階）
44・0228　FAX 44・5260　E-mail kankyo@city.shima.lg.jp

選考方法 委員の選考については、環境への関心度、意欲などを基準に、公平に選考します。

選考結果 選考結果は応募された人全員に書面で通知します。
選考経過などは開示しませんので、ご了承ください。

そ の 他

・公募以外の委員は、有識者、関係団体の代表者などで構成します。
・委員会は原則公開します。
・応募書類は返却しません。
・平成 29 年度予算が成立することを前提とした募集であり、内容が変更になることもありま
すので、あらかじめご了承ください。
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●
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

課
税
課　

44
・
０
２
１
１

●
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

伊
勢
税
務
署　（

０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の

申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

　

申
告
は
、
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
な
ど
を
算
定
す
る
大
切
な

基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
申
告
し
な
か
っ
た

り
、
う
っ
か
り
忘
れ
た
り
す
る
と
正
し
い
課

税
が
で
き
ず
、
ま
た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
か
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

申
告
に
つ
い
て
は
個
人
通
知
し
ま
せ
ん
の

で
、
各
戸
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
（
平
成
29
年

度
市
・
県
民
税
申
告
に
つ
い
て
）
で
、
家
族

一
人
ひ
と
り
に
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
ご
確

認
の
う
え
、
申
告
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

各
申
告
相
談
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ

れ
、
申
告
会
場
案
内
は
が
き
が
届
い
た
人
が

申
告
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
指
定
の
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

の
時
期
に
な
り
ま
し
た

申
告
期
限　

３
月
15
日
（
水
）
ま
で

　

な
お
、
申
告
相
談
会
場
以
外
（
課
税
課
、

支
所
な
ど
）
で
は
申
告
相
談
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
不
動
産
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

の
確
定
申
告
は
、
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
伊

勢
税
務
署
横
）
に
て
申
告
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
志
摩
市
の
会
場
で
は
、
譲
渡
所
得
の

申
告
相
談
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
は
相
談
会
場
を
大
幅
に
変
更
し
て

い
ま
す
の
で
、各
戸
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ（
平

成
29
年
度
市
・
県
民
税
申
告
に
つ
い
て
）
で
、

日
程
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

年
金
所
得
者
の
所
得
税
の
申
告

　

平
成
23
年
分
所
得
税
か
ら
公
的
年
金
所
得

者
の
確
定
申
告
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
の
追
加
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
申
告
が
必
要

で
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
く
わ
し
く

は
課
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

確
定
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も

申
告
は
必
要
で
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
等
の
書
類
が
届
か

な
い
場
合
で
も
、
申
告
が
必
要
で
あ
る
場
合

は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
が
必
要
な
場
合
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、
税
務

署
、
市
役
所
課
税
課
、
各
支
所
に
て
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

「
自
書
申
告
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、

所
得
や
控
除
の
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い

る
納
税
者
自
身
が
自
主
的
に
申
告
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
に
ご
自
分
で
作
成
し
た
申
告

書
は
、
課
税
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、申
告
相
談
会
場
を
利
用
す
る
際
は
、

事
業
所
得
に
つ
い
て
、
事
前
に
収
支
内
訳
書

（
収
入
支
出
を
ま
と
め
た
も
の
）
を
作
成
し
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
会
場
は
混

雑
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
な
ど
が
自
動

的
に
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し
た

申
告
書
は
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利

用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
自
宅
な
ど
か
ら
い
つ

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
や

納
税
な
ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
開
始
届
出
書
の
提

出
、電
子
証
明
書
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）

の
取
得
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
伊
勢
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.nta.go.jp/

国
民
健
康
保
険
並
び
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
申
告

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
と
い
う
）

の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
含
む
）
お
よ
び
そ

の
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入
者
は
、
国
保
税

の
所
得
割
の
算
定
や
軽
減
の
判
定
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定
な
ど
の
た

め
、
所
得
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
の
無
い
人
や
非
課
税
収
入
の
み
の
人

で
も
、
国
保
の
各
種
判
定
な
ど
を
す
る
た
め

に
所
得
の
把
握
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
期
間
中
に
市
・
県
民
税
で
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
も

同
様
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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確
定
申
告
書
送
付
に
関
す
る

お
し
ら
せ

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
所

と　

き　

２
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
正
午
、
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館　

２
階

対
象
者

①
平
成
27
年
分
の
所
得
金
額
（
青
色
申
告
特

別
控
除
額
お
よ
び
専
従
者
給
与
額
、
ま
た

は
専
従
者
控
除
前
）
が
３
０
０
万
円
以
下

の
人

②
消
費
税
課
税
事
業
者
の
場
合
、
基
準
期
間

（
平
成
26
年
分
）
の
課
税
売
上
高
が

３
千
万
円
以
下
で
、
①
に
該
当
す
る
人

③
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
受
給
者

※
譲
渡
所
得(

土
地
、
株
式
な
ど)

・
山
林

所
得
・
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
人
、
税
務
署

へ
の
来
署
案
内
が
届
い
て
い
る
人
は
税
務
署

の
確
定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書

類
一
式
、
平
成
26
・
27
年
分
の
申
告
書
等
の

控
え
、源
泉
徴
収
票
、各
種
控
除
証
明
書(

社

会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な
ど)

、
医
療
費

な
ど
の
領
収
書
な
ど
申
告
に
必
要
な
書
類
、

印
鑑
、
預
金
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
税
務
署

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）

　

平
成
27
年
分
所
得
税
又
は
消
費
税
の
確
定

申
告
書
を
次
の
方
法
で
提
出
し
た
人
に
は
、

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
た

人
●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
た
人

●
申
告
会
場
に
て
電
子
申
告
を
利
用
し
た
人

　

な
お
、
引
き
続
き
、
平
成
28
年
分
以
降
の

確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
も
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
税
務
署

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）

確
定
申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
お
よ
び
本
人
確
認
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
分
以
降

の
確
定
申
告
書
等
の
提
出
の
際
に
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
提
出
時
に
は
、
本
人
確
認
の

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。

本
人
確
認
書
類

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

県
内
全
市
町
で
は
、
法
定
要
件
に
該
当
す

る
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
の
実
施
を
徹
底
し
て
い
ま
す

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
（
個
人
市
町

村
民
税
＋
個
人
県
民
税
）
は
、法
令
に
よ
り
、

事
業
主
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）
し
て
、
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
町

村
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
期
限
付
雇
用
の

従
業
員
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
を
対
象

に
、
原
則
、
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

場
合
に
限
り
、
普
通
徴
収
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す

ド
）
を
お
持
ち
の
人
は
他
の
書
類
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

場
合

①
番
号
確
認
書
類

　

ご
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

書
類
（
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
な
ど
）

②
身
元
確
認
書
類

　

記
載
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
税
務
署

（
０
５
９
６
）
28
・
３
１
９
１

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）

る
際
に
、
個
人
住
民
税
普
通
徴
収
へ
の
切
替

理
由
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
切
替
理
由
書
は
課
税
課
窓
口
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
「
個
人
住
民
税
普
通
徴
収
へ
の
切
替
理
由

書
」
の
理
由a

～d

に
該
当
す
る
場
合

ａ　

乙
欄
適
用
で
他
事
業
所
で
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る

ｂ　

給
与
が
支
給
さ
れ
な
い
月
が
あ
る

ｃ　

事
業
専
従
者
の
み
（
全
従
業
員
が
事

業
専
従
者
の
み
の
場
合
に
限
る
）

ｄ　

退
職
予
定
者
（
５
月
末
ま
で
に
退
職

予
定
の
人
）

②
前
年
中
に
退
職
し
た
人

　

な
お
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
電
子
申
告
）
で

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、摘
要
欄
に
「
理
由
ａ
（
ま
た
は
ｂ
、ｃ
、

ｄ
）」
と
入
力
す
る
と
と
も
に
「
普
通
徴

収
」
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課

44
・
０
２
１
１　

FAX

44
・
５
２
６
１

E-mail

kazei@
city.shim

a.lg.jp
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市
税
に
お
け
る
延
滞
金
の

割
合
に
つ
い
て

無
責
任
な
え
さ
や
り
を
し
な
い

　

猫
に
は
犬
の
よ
う
に
つ
な
い
で
飼
う
義
務

が
な
く
、
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
猫
は
放
し
飼
い
さ

れ
て
い
る
た
め
、
飼
い
主
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。自
分
の
飼
い
猫
に
は
首
輪
を
つ
け
、

飼
い
主
情
報
を
明
示
す
る
な
ど
飼
い
主
と
し

て
責
任
の
あ
る
飼
い
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
主
不
明
の
猫
に
え
さ
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
、
近
所
に
猫
が
多
数
集
ま
っ

て
く
る
な
ど
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

猫
が
好
き
で
も
、
単
に
え
さ
を
与
え
る
だ
け

で
は
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ
た

り
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
し
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
え
さ
を
与

え
る
場
合
は
次
の
こ
と
も
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
近
所
の
人
へ
の
理
解
・
協
力
を
求
め
る

●
え
さ
を
与
え
る
場
所
を
考
慮
す
る

●
フ
ン
の
始
末
を
す
る

●
不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る

●
え
さ
の
後
片
付
け
を
し
、
清
潔
に
す
る

●
里
親
を
探
す

問
い
合
わ
せ　

環
境
課

44
・
０
２
２
８　

FAX

44
・
５
２
６
０

E-mail

kankyo@
city.shim

a.lg.jp

　

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
の
市
税
に
お
け

る
延
滞
金
の
割
合
は
右
の
と
お
り
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

市
税
な
ど
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
延
滞
金
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
増
え
て
い
き
ま
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
際
は
、

平
成
29
年
度
の
給
食
物
資
納
入

登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
幼
保
給
食
セ

ン
タ
ー
（
大
王
・
磯
部
）
が
発
注
す
る
給
食

物
資
の
納
入
登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
す
る
業
者
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

登
録
資
格

①
市
内
業
者
で
あ
る
こ
と

②
志
摩
市
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
選
定

要
綱
を
遵
守
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
指
定

時
間
に
材
料
の
納
入
が
で
き
る
こ
と

受
付
期
間

　

２
月
10
日
（
金
）
～
28
日
（
火
）
の
う
ち

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
９
時
～

17
時

登
録
申
請
書
類

①
登
録
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

（
各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

②
保
健
所
の
営
業
許
可
証
の
写
し

③
食
品
衛
生
監
視
票
の
写
し

④
申
請
日
以
前
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た

市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

※
た
だ
し
、
申
請
書
類
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
用
と
幼
保
給
食
セ
ン
タ
ー
用
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
様
式
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納
入
品
目

①
精
肉
お
よ
び
加
工
品

②
青
果
物

③
魚
介
類
お
よ
び
加
工
品

④
牛
乳
お
よ
び
乳
製
品

⑤
酒
類

⑥
乾
物

⑦
調
味
料

⑧
豆
腐
類

⑨
麺
類

⑩
米
穀
類

⑪
冷
凍
食
品

⑫
そ
の
他

登
録
申
請
場
所

　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
参
、
ま
た
は
郵

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
幼
保
給
食
セ
ン
タ
ー
に
登
録
申
請

す
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
１
か
所
へ
の
提
出

で
結
構
で
す
。

登
録
有
効
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31

日※
く
わ
し
く
は
、
各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

志
摩
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

43
・
４
７
３
５

　

〒
５
１
７
・
０
５
０
２

　

志
摩
市
阿
児
町
神
明
１
５
３
７
番
地
１

大
王
幼
保
給
食
セ
ン
タ
ー

　

72
・
１
３
４
３

　

〒
５
１
７
・
０
６
０
３

　

志
摩
市
大
王
町
波
切
３
２
４
３
番
地
１

磯
部
幼
保
給
食
セ
ン
タ
ー

　

55
・
１
１
２
４

　

〒
５
１
７
・
０
２
１
４

　

志
摩
市
磯
部
町
迫
間
４
２
６
番
地
８

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

収
税
課

44
・
０
２
１
２　

FAX

44
・
５
２
６
１

E-mail

メ
ー
ル
：shuzei@

city.shim
a.lg.jp

納期限の翌日からの期間 延滞金の割合（H29.1.1～H29.12.31）

１か月を経過する日まで 年2.7％
特例基準割合（※）
（1.7％）＋1.0％

１か月を経過した日以降 年9.0％
特例基準割合（※）
（1.7％）＋7.3％

※特例基準割合：国内銀行の貸出約定平均金利の前々年 10 月～前
年 9 月における平均に、１％を加算した割合
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ご
み
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ごみ減量のために各種助成金をご利用ください
◆生ごみ処理機購入助成金
　ごみ減量化対策として、平成 26 年 4 月から家庭用生ごみ処理機のさらなる普及を図るため 3 年間に限り
購入助成金を増額（3 万円から 4 万円）しています。今年度は増額期間の最終年度となりますので、購入を
予定している人は、平成 29 年 3 月末までに申請をお願いします。
●助成対象機器　家庭用電気式生ごみ処理機
●助成金額　購入価格（消費税を除く）× 2/3（上限 40,000 円）
●助成対象者　市内に在住する世帯主で処理機を購入した人
●助成条件　1 世帯当たり 5 年間で 1 基
●申請方法　申請書に世帯主の名前で購入した領収書を添付し、ごみ対策課または各支所に申請
※申請書はごみ対策課または、各支所で受け取れます（ホームページにも掲載しています）。

◆事業系生ごみ処理機購入助成金
　市では、事業所から排出される生ごみの資源化および減量化の促進を図るため、事業系生ごみ処理機を
購入し設置する事業所に対し、購入費の一部を助成します。
●交付の対象　市内に事業所を有する事業者で、購入し設置する処理機は、1 日につき生ごみ 20 キログラ
ム以上を処理する能力を有するものであることなど
●助成金額　購入価格（所費税を除く）× 1/2（上限 3,000,000 円）
※助成金の交付を希望する事業所は、事前にごみ対策課へお問い合わせください。
※共同購入の場合でも対象となります。

◆資源回収団体への助成
　市では、資源物（びん類や布類など）を集団回収して
いる団体に対し、リサイクル事業奨励金を交付していま
す。市内には、PTA・保護者会・スポーツ少年団など
の団体が資源を大切にする意識を高めるため、資源物を
回収する活動を行っています。皆さんのご協力により回
収量を増やすことで、より多くの物を資源にすることが
できます。ごみの減量化やリサイクル促進のため、再生
資源回収への積極的なご参加をお願いします。

問い合わせ　ごみ対策課（エコフレンドリーはまじま内）
　　　　　　 53・1410　FAX 53・1411　E-mail gomitaisaku@city.shima.lg.jp

対象団体 市内の営利を目的としない団体

対象資源 紙類（新聞、雑誌、段ボール、飲料用パ
ック、シュレッダー紙など）

奨励金額 回収量1kg当り5円、びん類は1本3円

申請方法 資源を引き渡し後に申請

備　　考 事前に団体登録が必要

カセットボンベ・スプレー缶の出し方について
～緊急事態  ごみ収集車の火災が発生しています～
　「もやせないごみ」で出されるカセットボンベやスプレー缶から漏れ
たガスに金属などの摩擦で発生した火花が引火し、ごみ収集車の火災が
発生しています。カセットボンベやスプレー缶を出す際、次のことに注
意して「もやせないごみ」として出してください。

①ふた（キャップ）は「プラスチック製容器包装」や「もやせないごみ」など素材に応じて分別する
②中身を使い切る
③市販されている専用品具（穴あけ器）などで、穴を開け完全にガス抜きを行う
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市
有
地
売
却

市有財産売払入札会開催のお知らせ
　次の市有地について市有財産売払入札を行います。参加を希望される人は、管財契約課で配布している
説明書をお読みになり、入札申込書を提出してください。
※説明書および入札申込書は、市ホームページでも取得できます。
■入札参加申込の受付期間
　受付期間：２月６日（月）～３月 10 日（金）17 時まで（市役所閉庁日は除く）
　受付場所：市役所５階　管財契約課
　入札申込書は入札に参加するための資格審査に必要ですので、提出のない場合は入札に参加することは
できません。
■入札日・入札会場
　３月 22 日（水）10 時　市役所４階　404 会議室
■売却物件

■入札参加資格
　次に該当する個人および法人は入札参加申込みすることはできません。
1．売買契約を締結する能力を有しない人または、破産者で復権を得ていない人
2．当該入札に関する事務に従事する市職員
3．暴力団員による不当な行為防止等に関する法律第２条第２号から第６号に該当する人
4. 市税を滞納している人

物件番号 所　在　地 地　目 地　積 最低売却価格 備　考

1 磯部町迫間 426 番地 17　外 2 筆 雑種地 279㎡ 3,555,000 円
地積は合計です。

2 磯部町迫間 426 番地 18　外 1 筆 雑種地 279㎡ 3,555,000 円

　次の市有地について先着順にて売却します。購入を希望される人は、管財契約課で配布している説明書
をお読みになり、申込書を提出してください。
※説明書および申込書は、市ホームページでも取得できます。なお、上記の入札参加資格に該当する人は
申込みすることはできません。
■募集期間
　３月 31 日（金）17 時まで（市役所閉庁日を除く）
■売却物件

■問い合わせ
　管財契約課　 44・0209　FAX 44・5252　E-mail kanzaikeiyaku@city.shima.lg.jp

先着順で市有地を売却します

物件番号 所　在　地 地　目 地　積 売却価格 備　考

1

土地 大王町波切 3981 番地 1 宅　地 615.35㎡ 4,289,000 円 売 却 価 格 に は、
建物価格にかか
る消費税などが
含まれていませ
ん。

建物

鉄筋コンクリート造　陸屋根
共同住宅　2 階建　6 室
1 階 99.33㎡　2 階 99.33㎡
昭和 53 年 12 月　新築

1,240,000 円

合計 5,529,000 円
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志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

志
摩
市
民
病
院
長　

江
角
悠
太

　
「
音
楽
は
人
を
笑
顔
に
す
る
。
そ
れ
は
医

学
で
は
で
き
な
い
、
も
う
一
つ
の
治
療
薬
で

あ
る
」

　

私
も
今
ま
で
、
数
多
く
の
場
面
で
音
楽
に

勇
気
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
憂ゆ

う
う
つ鬱

な
心

を
晴
ら
せ
、
迷
っ
た
心
を
許
容
し
、
明
日

か
ら
の
人
生
に
元
気
を
与
え
る
ス
パ
イ
ス
。

２
０
１
６
年
は
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
来
年
も
定
期
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
０
１
６
年
の
開
催
状
況

12
月
14
日　

二
胡
演
奏
「
シ
ン
シ
ア
」

12
月
16
日　

ピ
ー
タ
と
院
長

　
　
　
　
　

デ
ュ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン

12
月
26
日　

三
重
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
「Paisley

」

問
い
合
わ
せ

志
摩
市
民
病
院　

72
・
５
５
５
５

FAX

72
・
３
９
４
９

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

◆
総
合
防
災
訓
練
報
告

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「
災
害
と
医
療
」

志
摩
市
民
病
院
病
院
災
害
対
策
委
員

伊
藤　

喜
代
子

　

志
摩
市
で
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
地
震
や
津
波
に

よ
る
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
時
の
「
医

療
」に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
時
に
は
、
通
常

の
医
療
で
は
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
傷
病
者
が
発
生
し
ま
す
。
通
常
の
救
急
医

療
で
は
、
傷
病
者
に
対
し
、
十
分
な
医
薬
品
・

医
療
資
材
な
ど
供
給
で
き
る
状
況
下
で
必
要

と
さ
れ
る
全
て
の
医
療
が
施
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
災
害
時
は
こ
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
壊
し
、通
常
の
医
療
対
応
を
と
る
と
、

助
け
ら
れ
る
命
も
助
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
災
害
時
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
救
助
可
能
な
傷
病
者
を
確
実
に
救
う

た
め
に
、
ま
ず
、
多
量
（
す
り
傷
か
ら
意
識

の
な
い
重
症
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
）
の
傷
病
者

を
重
症
度
と
緊
急
度
で
分
別
し
、
治
療
や
搬

送
先
の
優
先
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
を

ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
ト
リ
ア
ー

ジ
で
は
４
段
階
（
黒
・
赤
・
黄
・
緑
）
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

黒
：
生
命
兆
候
が
な
い
、
あ
る
い
は
蘇
生
の

可
能
性
が
低
い
場
合
（
治
療
は
さ
れ
ま

せ
ん
）。

赤
：「
最
優
先
治
療
群
」
呼
吸
困
難
や
四
肢

の
切
断
に
よ
り
多
量
の
出
血
が
あ
る

重
篤
な
場
合
。

黄
：「
待
機
的
治
療
群
」
２
～
３
時
間
処
置

を
遅
ら
せ
て
も
悪
化
し
な
い
場
合
。
骨

折
や
脊
髄
損
傷
な
ど
。

緑
：「
保
留
群
」
捻
挫
・
打
撲
・
擦
り
傷
や

腕
の
骨
折
で
歩
行
可
能
な
場
合
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
リ
ア
ー
ジ
は
１
度
だ
け
で

な
く
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
状
況
は
変
化

す
る
の
で
何
度
も
繰
り
返
し
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
迅
速
な
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
適

切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
場
所
へ
一
刻
も
早

く
搬
送
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

志
摩
市
民
病
院
で
は
12
月
18
日
（
日
）
に
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
を
想
定
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
内
容
は

「
発
災
初
期
行
動
訓
練
」「
傷
病
者
受
け
入
れ

訓
練
（
ト
リ
ア
ー
ジ
含
む
）」「
炊
き
出
し
訓

練
」
で
し
た
。
今
回
の
訓
練
に
は
、
波
切
自

治
会
、
志
摩
地
域
医
療
を
考
え
る
会
、
波
切

地
区
民
生
委
員
、
み
え
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
志
摩
の
会
、
志
摩
市
民
病
院
患
者
の
会
、

志
摩
市
民
病
院
地
域
後
援
会
の
方
々
、
計
25

人
が
訓
練
に
参
加
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
参
加
の
方
に
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
の
五
目

御
飯
や
即
席
け
ん
ち
ん
汁
を
作
っ
た
り
、
模

擬
傷
病
者
役
に
な
り
ト
リ
ア
ー
ジ
に
参
加
し

た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
模
擬

傷
病
者
役
を
さ
れ
た
方
々
の
演
技
力
は
素
晴

ら
し
く
、「
亡
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

た
母
親
役
」
の
方
は
本
当
に
泣
き
そ
う
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
臨
場

感
あ
る
現
場
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
緊
張
感

を
も
っ
て
訓
練
で
き
ま
し
た
。
参
加
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
で
、
災
害
時
の
医
療
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
い
い
機
会
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
志
摩
市
民

病
院
で
は
災
害
医
療
に
つ
い
て
訓
練
や
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
病
院
と
力
を
合
わ
せ
て
、
共

に
来
る
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

シ
リ
ー
ズ

第56回

セ
ン
タ
ー
長だ

よ
り

セ
ン
タ
ー
長だ

よ
り

セ
ン
タ
ー
長

田た
ば
た畑

　
好よ
し
き基

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

 

「
不
機
嫌
は
組
織
を
破
壊
す
る
」

こ
れ
は
介
護
福
祉
士
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
の
講
師
の
言
葉
で
、
私
の

心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

私
は
介
護
職
に
就
い
て
13
年
に
な
り
ま
す
。
毎
日
が
変
化
の
連
続
で

あ
っ
と
い
う
間
の
13
年
間
で
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
人
に
接
す

る
こ
と
。

入
居
者
と
お
話
を
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
同
士
の
間
で
も
笑

顔
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
で
入
居
者
と
接
す
る
と
会
話
が
弾
み
、
世
間
話
か
ら
時
に
は
心

の
内
も
話
し
て
頂
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
を
し
な
が
ら
共
に
笑
っ

た
り
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
入
居
者
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
、
家
族

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

職
員
間
で
も
笑
顔
を
心
掛
け
接
し
て
い
る
と
職
場
の
雰
囲
気
も
明
る

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
と
な
り
ま
す
。

入
居
者
の
些
細
な
情
報
も
交
換
し
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
々
の

ケ
ア
も
よ
り
良
い
も
の
に
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

人
は
不
機
嫌
な
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
不
機
嫌
さ
を
表
に
出
せ
ば
、

周
り
に
い
る
人
は
話
か
け
る
こ
と
を
た
め
ら
う
で
し
ょ
う
。
笑
顔
で
い

る
こ
と
は
単
純
な
よ
う
で
、
結
構
難
し
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

介
護
福
祉
士
と
い
う
専
門
職
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。笑

い
皺
が
気
に
な
る
年
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
心
か
ら
の
笑
顔

で
こ
の
先
も
介
護
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
福
祉
士
　
長
野
　
英
代

冬
を
乗
り
越
え
よ
う

寒
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
の
辛
抱
で
す
。

昔
か
ら
冬
場
の
季
節
と
い
う
の
は
、
健
康
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
が
30
年
位
前
に
都
会
の
病
院
で
勉
強
し
て
い
た
頃
は
、
冬
の
時
代

に
は
大
腿
骨
骨
折
の
患
者
さ
ん
が
と
て
も
増
え
る
よ
う
で
し
た
。
三
重

県
の
北
の
方
に
あ
る
都
市
だ
っ
た
の
で
、冬
場
に
は
道
路
の
表
面
が
凍
っ

た
り
、
土
の
道
に
は
霜
柱
が
よ
く
で
き
て
、
そ
の
辺
の
ご
老
人
が
よ
く

こ
ろ
ば
れ
て
大
腿
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
は
大
腿
骨
の
手
術
後
は
ギ
プ
ス
で
半
年
ほ
ど
固
定
し
安
静
に
す

る
と
い
う
も
の
で
、
自
然
に
寝
た
き
り
に
な
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

大
腿
骨
骨
折
以
外
で
も
心
臓
病
や
高
血
圧
関
係
の
よ
う
な
病
気
も
冬

の
季
節
の
方
が
た
く
さ
ん
発
病
し
た
よ
う
で
し
た
。

今
の
時
代
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
住
居
環
境
や
道
路
環
境
も
改
善
さ

れ
た
た
め
、
冬
場
に
限
ら
ず
夏
場
で
も
多
く
の
大
腿
骨
骨
折
な
ど
の
病

気
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

要
す
る
に
今
の
時
代
は
、
冷
暖
房
や
断
熱
な
ど
の
住
居
環
境
の
改
善

や
、
舗
装
整
備
な
ど
道
路
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
四
季
の
季
節
に

よ
る
病
気
の
発
生
率
が
昔
ほ
ど
は
大
き
く
異
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
各
季
節
に
そ
の
季
節
の
特
徴
と
い
う
も
の
が
ま
だ
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
冬
場
の
寒
気
と
い
う
の
は
ま
だ
ま
だ
気
に
な
り
ま
す
か

ら
、暖
房
や
服
装
な
ど
に
気
を
使
っ
て
、元
気
に
春
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。
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市
長
コ
ラ
ム
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版

ご存知ですか？お達者サポーター

志摩市地域包括支援センター 市役所1階 ⑤番窓口 介護・総合相談支援課内
44・0284　FAX 44・5260　E-mail kaigosogo@city.shima.lg.jp

地域包括支援センターかわら版
地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

お達者サポーター（介護予防リーダー）とは？
　高齢化が進む志摩市で、高齢者ができるだけ長く健康で自立した生
活を送るために、皆さんの身近な地域で中心となって介護予防活動を
支援するボランティアです。

どんな人がなっているの？
　市内自治会から推薦をいただき、
平成 19 年度からサポーターの養成
を開始しました。平成 29 年 1 月現
在、225 人が養成講座を修了し、そ
れぞれ地域で活動しています。

活動内容は？
　お口の機能向上のための

「ごっくん体操」、認知症予
防のための「スクエアス
テップ」、うつ・閉じこも
り予防のための「紙芝居」、
健康な足腰づくりのための

「健脚運動」、介護予防レク
リエーションなど、さまざ
まな方法で介護予防活動を
推進しています。くわしく
は地域包括支援センターま
でお問い合わせください。

Vol.2

経
年
優
価

年
末
、
瀬
戸
内
海
は
尾
道
市
と
離
島
の
直
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

尾
道
市
は
坂
の
あ
る
街
が
特
徴
で
、
三
重
県
で
教
鞭
を
と
り
、
志

摩
の
波
切
な
ど
で
も
映
画
を
撮
影
し
た
小
津
安
二
郎
が
か
つ
て
尾

道
で
も
映
画
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
大
王
町
が
絵
か
き
の

ま
ち
大
王
を
進
め
る
に
あ
た
り
視
察
に
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
地
元
の
造
船
会
社
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ

く
り
会
社
を
立
ち
上
げ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
産
業
や
デ
ニ
ム
産
業
の
伝
統
を
活
か
し
、

新
品
の
2
万
円
代
の
ジ
ー
ン
ズ
を
漁
師
さ
ん
や
菓
子
職
人
に
1
年

間
無
償
で
は
い
て
も
ら
い
、
ユ
ー
ズ
ド
ジ
ー
ン
ズ
と
し
て
3
万
円

代
で
売
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
風
合
い
が
ジ
ー
ン
ズ

の
模
様
と
な
っ
て
新
し
い
価
値
を
う
み
だ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
坂

道
が
多
く
空
き
家
と
な
っ
た
住
居
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
貸
し

出
し
た
り
、
港
の
空
き
倉
庫
も
中
を
改
装
し
て
自
転
車
好
き
な
サ

イ
ク
リ
ス
ト
専
用
の
ホ
テ
ル
に
蘇
ら
せ
て
い
ま
す
。
地
場
産
品
を

お
し
ゃ
れ
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
並
べ
た
り
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
工

房
と
コ
ラ
ボ
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
カ
フ
ェ
な
ど
も
地
元
の
人
や

観
光
客
に
も
人
気
で
す
。

直
島
で
は
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
さ
ん
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
始

ま
り
ア
ー
ト
の
島
と
し
て
外
国
人
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
古
く

な
っ
た
住
宅
を
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
蘇
ら
せ
て
魅
力
的

な
建
物
に
進
化
さ
せ
た
り
、
焼
き
杉
板
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
貼

り
魅
力
的
な
景
観
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
街
の
あ
ち
こ
ち
で
は

住
宅
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
若
者
や
外
国
人
に

も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

志
摩
市
で
も
こ
う
し
た
街
並
み
や
地
場
産
業
や
、
放
っ
て
お
け

ば
朽
ち
果
て
て
し
ま
う
古
い
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
価
値
を
活
か
し
経
年
劣
化
す
る
モ
ノ
や
コ
ト
に
再
び
価
値
を

創
造
し
て
い
く
経
年
優
価
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

志
摩
市
長　

竹
内　

千
尋

市
長
コ
ラ
ム

市
民
と
共
に
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す
く
す
く
ラ
ン
ド
・
じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー

すく すく
ラ ン ド 2月の子育て支援事業のご案内

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放
毎週月～金  9時～11時30分

13時～15時30分育児相談

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

ひよこクラブ 23日（木） 10時～11時

※ひよこクラブは、事前申込をお願いします。

浜島子育て支援センター　 53・1220
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

育児サークル
わらじっこ 毎週金曜 9時30分～11時30分 大王公民館

72・2468

園庭開放

毎週
月～金 10時～12時 志摩幼保園

85・3217

毎週水曜 9時30分～11時
大王幼保園

（大王保育所）
72・0529

毎週水曜 9時30分～11時 浜島幼保園
53・0069

9日（木） 9時30分～11時 ひのでが丘保育所
55・0577

23日（木） 9時30分～11時 ひまわり保育所
55・0177

1日（水）
15日（水） 9時30分～11時 立神保育所

45-2704

7日（火）
21日（火） 9時30分～11時 えがお志摩保育園

45-8600

8日（水） 9時30分～11時 鵜方保育所
43-0156

※えがお志摩保育園の園庭開放は、1週間前までに電話予約が必要です。

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
144

人
権
教
育
に
取
り
組
む
際
に
は
、
社
会
に

存
在
す
る
不
合
理
な
実
態
を
知
り
、
学
習
過

程
で
自
分
た
ち
の
内
部
の
矛
盾
に
気
づ
い
て

い
く
、
そ
し
て
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域

社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
に
問
題
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
の
生
活
背
景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど

も
た
ち
の
現
実
か
ら
出
発
し
て
取
り
組
み
と

実
践
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
個
々
の
生
活
状
況
の
な
か
に
何
を

見
出
す
か
に
よ
っ
て
取
組
過
程
や
実
践
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て

い
け
ば
、「
格
差
」
や
「
貧
困
」
な
ど
社
会

の
歪
が
蓄
積
す
る
現
実
も
必
ず
目
の
当
た
り

に
す
る
は
ず
で
す
。

家
庭
の
経
済
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
困
難
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
社
会
構
造
に
目

を
向
け
ず
、『
本
人
の
努
力
不
足
、自
己
責
任
』

と
安
易
に
個
人
の
問
題
に
す
り
替
え
る
な

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
、
自
己
実
現
へ
の

道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
、
何
が
必

要
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
声
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た
ち

の
課
題
に
応
え
る
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
の
も

つ
能
力
を
ど
れ
ほ
ど
伸
ば
せ
る
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
、
こ
れ

ま
で
も
こ
う
だ
か
ら
と
、
単
一
化
さ
れ
た
価

値
観
で
判
断
し
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら

は
一
人
ひ
と
り
の
問
題
は
置
き
去
り
に
さ
れ

る
ば
か
り
か
、
何
の
解
決
に
も
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。

志
摩
市
人
権
教
育
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ

て
か
ら
10
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

憂
慮
す
べ
き
問
題
が
生
じ
、
人
々
の
生
活
に

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
貧
困
・
格
差
問
題
は
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
昨
年
４
月
に
発
表
し
た
国
連

児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
の
報
告
書
で
は
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
６
人
に
１
人
が
貧
困

状
態
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
経
済
格
差
が
生
じ
た
こ
と
が
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
格
差
に
波
及
し
て
い
る
調
査
結

果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
志
摩
市
で

も
教
育
的
に
不
利
な
環
境
に
お
か
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
多
く
存
在
し
、
こ
の
子
ど
も

た
ち
を
支
援
し
て
い
く
教
育
環
境
づ
く
り
が

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
は
学
び
の
場
で
あ
り
ま
す
。
人
権
教

育
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
だ
こ
と
と
実
生
活
が
離
れ
て
し
ま
う

よ
う
で
は
意
味
を
な
し
ま
せ
ん
。
学
ん
で
学

び
知
っ
た
こ
と
は
、
実
生
活
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
生
か
さ
れ
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
め

ざ
す
人
権
教
育
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
課　

44
・
０
３
３
６

FAX

44
・
５
２
６
３

個
が
個
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
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イベント
館室名 と　き 内　容

市　立

２月12日（日）～19日（日）
９時～18時 図書・雑誌リサイクルフェア

２月20日(月)11時～ おはなし会 (赤ちゃん向け )

３月４日(土)11時～ おはなし会

志　摩
２月25日(土)14時30分～ よみきかせ会

３月１日(水)11時～ よみきかせ会（赤ちゃん向け）

磯　部 ２月18日(土)13時30分～ 古文書学習会

図
書
館
だ
よ
り

市立図書館　 43･8000　FAX43･8003　志摩図書室　 85･7801　FAX85･2563　歴史民俗資料館・磯部図書室　 55･2881　FAX55･2935

新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

きて！みて！よんで！
みんなのとしょかん・しりょうかん

歴史民俗資料館・磯部図書室からのお知らせ

○市立図書館休み　□全館休み
△志摩・磯部・大王・浜島休み

　２月１日（水）～ 11 日（土）の期間、蔵書の点検・整理・補修などのため、市立図書館と各図書室（志
摩・磯部・大王・浜島）は休館します。休館中の資料返却はブックポストへお願いします（市立・志摩・
磯部）。大王・浜島図書室は窓口に直接お返しください。

特別整理休館のおしらせ

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

²⁄₁ 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 ³⁄₁ 2 3 4

本当に正しい鳥獣害対策Ｑ＆Ａ　江えぐ ち ゆ う す け口祐輔／著【産業】

　鳥獣害の被害対策にはコツがある。長年、動物の行動研
究を行ってきた著者が、被害対策や野生動物についての正
しい情報を伝える。地域で取り組む鳥獣害対策なども紹介。

★うみのとしょかん　　　 葦あしはら原かも／作【読み物】

ここは、海の図書館。小さいタコは「陸の動物図鑑」から、
母さんとそっくりな目をした動物を発見します。ヒラメの
図書館員を中心に、海の図書館でくりひろげられるお話。

彼らがいなくなる前に　ジミー・ネルソン／写真【芸術】

　世界の少数民族を訪ね、彼らと生活をともにしながら、
失われつつある民族の生活や文化を肖像として撮影した

「美しい」少数民族写真集。

★スーパートラック　スティーヴン・サヴェッジ／さく【絵本】

高所作業車、消防車、レッカー車、ゴミ収集車…。いつ
も元気に働く車たち。でも雪の日に動けなくなったそのと
き、ある車が秘密のガレージで大変身。

三重県総合博物館・三重大学・志摩市歴史民俗資料館共催

移動展示「先っちょ志摩に生きる」（２月18日（土）から開催！）をより深く学ぶために
シンポジウム「先志摩の魅力を一緒にしゃべろうや～人と自然、今と昔～」を開催します
■と　き　３月 11 日（土）13 時 30 分～ 16 時
■ところ　磯部生涯学習センター多目的ホール　　■参加費　無料　　■参加申し込み　不要
１．講演（１題 20 分）
①「越賀の村絵図を読み解く」菅原洋一（三重大学）
②「先志摩海女が迎えた近代～朝鮮出漁と漁業専業化～」塚本　明（三重大学）
③「空から見た先志摩～海と陸のなりわい～」北村淳一（三重県総合博物館）・安福大統（元名古屋大学）
④「先志摩のくらしに魅せられて」門口実代（三重県総合博物館）
⑤「『小さな小さな海の国』の民俗資料、国の登録有形民俗文化財に登録―くれるものはすべてもらう、

これが収集に対する基本姿勢であったー」　﨑川由美子（志摩市歴史民俗資料館）
２．総合討論（40 分
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市営住宅入居者募集　住宅営繕課　 44・0306

申込期間
　２月１日（水）～２月 15 日（水）平日８時 30 分～ 17 時 15 分（土・日・祝日の受付はありません）
募集戸数
　（１）公営住宅　16 団地、38 戸募集します。

団　地　名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空
　
家

汐見成4団地79号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 浜島町浜島
石塚団地　2号・4号・5号 簡二 ２ＤＫ 昭和49年 3 大王町波切
石塚団地7号 簡二 ２ＤＫ 昭和50年 1 大王町波切
石塚団地20号 簡二 ２ＤＫ 昭和52年 1 大王町波切
石塚団地　35号・36号・38号 簡二 ２ＤＫ 昭和55年 3 大王町波切
浦山団地12号・14号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 2 大王町船越
塩田岡団地　23号・24号・26号 簡二 ２ＤＫ 昭和53年 3 大王町船越
丸田団地　8202号・8206号 簡二 ２ＤＫ 昭和56年 2 大王町波切
道筋団地　8501号・8505号 簡二 ２ＤＫ 昭和59年 2 大王町波切
金剛院前住宅8号 耐二 ３Ｋ 昭和61年 1 志摩町片田
山寺住宅8号 簡二 ２ＤＫ 昭和48年 1 志摩町和具
山寺住宅14号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 志摩町和具
山寺住宅18号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 志摩町和具
細田住宅6号 耐二 ３ＬＤＫ 平成08年 1 志摩町越賀
権現団地Ａ棟1号 耐二 ３ＤＫ 昭和60年 1 阿児町鵜方
権現団地Ｂ棟4号 耐二 ３ＤＫ 昭和60年 1 阿児町鵜方
寺山団地Ｃ棟1号 耐二 ２Ｋ 平成06年 1 阿児町鵜方
寺山団地Ｅ棟1号 耐二 ２Ｋ 平成08年 1 阿児町鵜方
西山団地3号（事前説明物件） 耐二 ３ＤＫ 昭和63年 1 阿児町立神
岡畑団地2号 耐二 ３ＤＫ 昭和61年 1 阿児町甲賀
うらじろ団地　旧Ｂ棟11号・14号 耐二 ２ＤＫ 昭和52年 2 阿児町神明
うらじろ団地　旧Ｃ棟8号 耐二 ２ＤＫ 昭和56年 1 阿児町神明
うらじろ団地　Ｅ棟106号 耐二 ２ＬＤＫ 平成15年 1 阿児町神明
的矢住宅　A-5号 簡二 ３Ｋ 昭和56年 1 磯部町的矢
的矢住宅　B-5号 簡二 ３Ｋ 昭和58年 1 磯部町的矢
新迫間住宅　A-3号・A-5号・B-5号 簡二 ３Ｋ 昭和56年 3 磯部町迫間

　※簡二…簡易耐火２階建（プレキャストコンクリート造）
　※耐二…耐火２階建（鉄筋コンクリート造）
　※公営住宅は駐車場がありません（細田住宅、磯部町の住宅を除く )
　※寺山団地、細田住宅は共益費が必要です。
　※細田住宅は駐車場使用料が必要です。

　（２）特定公共賃貸住宅　１団地、３戸募集します。 ※家賃月額45,000円（駐車場１台あり）、共益費4,500円

団地名・号室 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空 

家
ベイサイド大方団地　はまゆう棟　304号 中耐三 ３ＬＤＫ 平成08年 1 浜島町浜島
ベイサイド大方団地　あじさい棟　102号・204号 中耐三 ３ＬＤＫ 平成10年 2 浜島町浜島

　※中耐三…中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）

申込場所　市役所３階　建設部　住宅営繕課　16番窓口
申込方法　申込書は住宅営繕課または各支所にあります。募集要項をよく読み、必要書類を添えて、住宅営繕
課へ提出してください。なお、申込書には必ず希望する団地名と号室を記入してください。
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伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
無
料
化
の
お
知
ら
せ

　

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
（
伊
勢
Ｉ
Ｃ
か
ら

鳥
羽
Ｉ
Ｃ
）
が
、
３
月
11
日
（
土
）
か
ら
全

線
無
料
で
通
行
で
き
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
伊
勢
自
動
車
道
（
有
料
）

や
第
二
伊
勢
道
路
（
無
料
）
と
直
結
し
て
い

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
が
全
線
無
料
に
な
り
ま
す

回
数
券
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
の
全
線
無
料

化
に
伴
い
、
未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻

し
申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

払
い
戻
し
申
請
受
付
期
間

2
月
1
日
（
水
）
～
8
月
31
日
（
木
）

※
受
付
期
間
経
過
後
は
、
払
い
戻
し

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
日
時

2
月
1
日
（
水
）
～
8
月
31
日
（
木
）

平
日
9
時
～
17
時

申
請
受
付
場
所

・
三
重
県
道
路
公
社　

伊
勢
出
張
所

（
３
月
31
日
ま
で
）

・
三
重
県
道
路
公
社　

総
務
課

払
い
戻
し
方
法

①
受
付
場
所
に
、
未
使
用
回
数
券
を

持
参

②
郵
送
簡
易
書
留（
郵
送
先
：
〒
５
１

４
・
０
０
０
４
津
市
栄
町
１
丁
目

８
９
１
番
地　

三
重
県
合
同
ビ
ル

４
階　

三
重
県
道
路
公
社
総
務
課
）

※
い
ず
れ
の
方
法
も
「
回
数
券
払
い

戻
し
申
請
書
」
に
必
要
事
項
の
記
入

が
必
要
で
、
す
べ
て
金
融
機
関
へ
の

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

払
い
戻
し
額

（
発
売
額
÷
発
行
枚
数
）×
残
存
枚
数

※
１
円
未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ

申
請
書
配
布
先

・
三
重
県
道
路
公
社　

総
務
課

・
三
重
県
道
路
公
社　

伊
勢
出
張
所

・
市
役
所　

１
階
ロ
ビ
ー

・
三
重
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:w
w

w
.m

ie-dourokousya.
or.jp/

）

※
配
布
期
間
は
８
月
31
日（
木
）ま
で

問
い
合
わ
せ

　

三
重
県
道
路
公
社　

総
務
課

（
０
５
９
）
２
２
７
・
１
２
７
２

FAX

（
０
５
９
）
２
２
６
・
５
３
４
０

　

三
重
県
道
路
公
社　

伊
勢
出
張
所

（
０
５
９
６
）
２
７
・
５
４
２
３

伊勢二見鳥羽ライン

志摩市

伊勢市

３月１１日から全線無料化

伊勢道路

第二伊勢道路

（Ｈ２５．９ 供用開始）

県営サンアリーナ

国道１６７号

国道２３号

伊勢ＩＣ

鳥羽ＩＣ
二見JCT

松下JCT

鳥羽南・白木 ＩＣ

鳥羽市

る
た
め
、志
摩
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、

観
光
客
に
加
え
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用
す

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
が
全

線
無
料
に
な
る
こ
と
で
、
第
二
伊
勢
道
路
と

の
一
体
性
が
向
上
し
、
観
光
客
の
増
加
な
ど

広
域
的
な
交
流
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、

通
勤
な
ど
で
生
活
道
路
と
し
て
利
用
し
て
い

る
人
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
整
備
課

44
・
０
３
０
４　

FAX

44
・
５
２
６
２

E-mail

kensetsuseibi@
city.shim

a.lg.jp
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

志
摩
市
国
際
交
流
協
会

　
　
　

カ
フ
ェ
de
国
際
交
流

と　

き　

２
月
18
日
（
土
）
19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

阿
児
ア
リ
ー
ナ　

体
育
指
導
室

料　

金　

協
会
会
員　

１
０
０
円

　
　
　
　

一　

般　
　

５
０
０
円

内　

容　

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
に
触
れ
るお

茶
会

講　

師　

キ
ャ
ミ
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

２
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　

国
際
交
流
協
会
（
田
中
）

０
９
０
・
４
２
１
５
・
９
７
８
６

　

求
職
者
支
援
訓
練
説
明
会
の
開
催

と　

き　

２
月
９
日
（
木
）
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
２
０
２
会
議
室

講　

師　

志
摩
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

職
員
お
よ
び
ピ
ク
セ
ル
デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ

担
当
者

参
加
申
込　

志
摩
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

そ
の
他　

参
加
は
無
料
、
参
加
時
間
は
開
催

時
間
内
自
由
。
訓
練
期
間
中
も
訓
練
修
了
後

も
就
職
支
援
が
あ
り
ま
す
。
一
定
要
件
を
満

た
す
人
に
、訓
練
期
間
中
、月
10
万
円
の
「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

志
摩
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

46
・
０
９
８
６

　

緑
の
募
金
交
付
金
事
業
の
募
集

対
象
と
な
る
主
な
事
業

①
地
域
住
民
な
ど
が
参
加
す
る
森
林
の
整
備

お
よ
び
都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
森
林
の

整
備

②
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
森
林
や
古
木
の

保
護
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
を
活
動

③
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
公
共
用
地
な
ど
に

お
け
る
植
樹
、
保
護
手
入
れ
活
動
、
花
の
育

苗
、
植
え
付
け
な
ど　

交
付
限
度
額　

一
事
業　

20
万
円

※
但
し
、
応
募
が
多
数
の
場
合
は
、
要
望
額

を
減
額
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
事

業
の
採
択
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
緑

化
推
進
協
会
が
、
運
営
協
議
会
に
諮
り
決
定

し
ま
す
。

※
応
募
資
格
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

締
切
日　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課

44
・ 

０
２
８
８　

FAX

44
・
５
２
６
２

E-mail

norin@
city.shim

a.lg.jp

　
『
日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
座
』
受
講
者
募
集

　

伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
志
摩
市
と
各
市
の
国

際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
の
人
に
日
本
語
を

教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
、
３
市
合

同
で
日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

3
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

両
日
と
も
10
時
～
15
時

講　

師　

船
見　

和
秀
さ
ん
（
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
日
本
語
教
師
養
成
講
座
講
師
）

と
こ
ろ　

磯
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階　

研
修
室

募
集
人
数　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
権
市
民
協
働
課

44
・
０
２
２
７　

FAX

44
・
５
２
６
０

E-mail

jinkenshim
in@

city.shim
a.lg.jp

　

三
重
県
民
ゴ
ル
フ

　

第
18
回
志
摩
市
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

と　

き　

３
月
27
日
（
月
）

と
こ
ろ　

近
鉄
賢
島
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
資
格　

三
重
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

募
集
人
員　

２
０
０
人
／
50
組　

先
着
順
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

お
伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７

　
「
お
菓
子
づ
く
り
教
室
」
参
加
者
募
集

　

菓
子
博
会
場
で
「
お
菓
子
づ
く
り
教
室
」

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

菓
子
博
会
期
中
の
以
下
の
10
日

間
。
各
日
4
回
程
度
。

4
月
22
日
（
土
）、
4
月
23
日
（
日
）、
4
月

29
日
（
土
）、
4
月
30
日
（
日
）、
5
月
3
日

（
水
）、
5
月
4
日
（
木
）、
5
月
5
日
（
金
）、

5
月
6
日
（
土
）、
5
月
7
日
（
日
）、
5
月

13
日
（
土
）

と
こ
ろ　

菓
子
博
会
場
内
（
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
）

対　

象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

各
回
10
組
（
20
名
）

参
加
費　

1
人
あ
た
り
５
０
０
円
～

１
，
０
０
０
円
（
税
込
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　

2
月
10
日
（
金
）
～
3
月
10
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）
の
間
に
参
加
者
氏

名
（
児
童
・
保
護
者
）・
児
童
学
年
・
住
所
・

連
絡
先
・
参
加
希
望
教
室
（
第
3
希
望
ま
で
）

を
記
入
し
、
持
参
・
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

Ｅ‒

メ
ー
ル
（kyoushitsu-2017@

kashihaku-
m

ie.jp

）
で
同
係
ま
で
。

募
集

　

伊
勢
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
を
実
施
し
ま
す

　

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
で
は
、
受
診
者
を
女
性

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

Ｗ
ペ
リ
ア
方
式
（
ト
リ
プ
ル
カ
ッ
ト
・
Ｈ
Ｃ

36
カ
ッ
ト
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

近
鉄
賢
島
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ43

・
１
０
８
２

　

電
話
ま
た
は
、
参
加
申
込
書
に
て
空
き
時

間
を
ご
確
認
の
う
え
お
申
込
く
だ
さ
い
。

に
限
定
し
、
診
察
や
検
査
を
担
当
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
も
女
性
が
対
応
し
ま
す
（
胃
カ
メ

ラ
検
査
、
脳
ド
ッ
ク
を
除
く
）。
女
性
の
皆

さ
ん
に
、
よ
り
快
適
な
環
境
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
27
日
（
月
）・
29
日
（
水
）

予
約
受
付
開
始　

２
月
1
日
（
水
）
か
ら

定
員

午
前
の
部（
8
時
30
分
～
12
時
30
分
）　

30
人

午
後
の
部（
13
時
30
分
～
15
時
）　　
　

12
人

※
検
査
ご
と
に
上
限
数
の
設
定
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

伊
勢
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
室

（
０
５
９
６
）
23
・
５
４
１
６

22



問
い
合
わ
せ

菓
子
博
事
務
局　

お
菓
子
づ
く
り
教
室
係

（
０
５
９
６
）
63
・
５
４
９
０

菓
子
博
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kashihaku-m

ie.jp/

　

放
送
大
学　

４
月
生
募
集

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す

出
願
期
間　

第
１
回　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

第
２
回　

３
月
20
日
（
月
）
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
５
９
）
２
３
３
・
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今月の相談事業など
種　目 内容・対象 相談員など 日　程 場　所 申し込み・

問い合わせ

家庭児童相談 18 歳未満の子どもについての相
談

家庭相談員
など

平日9時～12時、
13時～16時

市福祉事務所
（電話相談可）

家庭児童相談室
44・0282

FAX44・5260

母子・父子相談、
女性相談

・ひとり親家庭・寡婦からの相談
・女性からの相談（配偶者からの

暴力についてなど）

・母子・父子
　自立支援員
・女性相談員

平日9時～12時、
13時～16時

市福祉事務所
（電話相談可）

こども家庭課
44・0282

FAX44・5260

もの忘れ相談
最近もの忘れが気になる、思い出
せないなどでお困りの人、また認
知症の人の介護でお悩みの人

保健師
２月９日（木）
13時～16時

※要予約（前日まで）

市役所1階
相談室

介護・総合
相談支援課

44・0284
FAX44・5260

もの忘れ
予防教室

・もの忘れが気になる人
・もの忘れチェックやレクリエー

ション
保健師

2月14日（火）
13時30分～15時30分
※要予約（前日まで）

片田共同
福祉施設

介護・総合
相談支援課

44・0284
FAX44・5260

出張年金相談 年金の請求や加入、納付履歴につ
いてなど

伊勢
年金事務所

2月9日（木）
10時～15時 市商工会館

伊勢年金事務所
（0596）27・3601

FAX（0596）28・4311

特設人権相談
近所とのトラブルや家庭内の問
題、相続、いじめ、体罰、職場で
のセクハラ、パワハラなど

人権擁護
委員

2月14日（火）
13時～15時

磯部生涯学習
センター
研修室

津地方法務局
伊勢支局

（0596）28・6158
FAX（0596）28・6159

人権市民協働課
44・0227

FAX44・5260

市こころの
相談

こころの病やこころの健康づくり
について 保健師

2月21日（火）
9時～12時、13時～16時
※要予約（2 月 20 日（月）

12 時まで）
※随時相談も行っていま

す。

保健センター
（サンライフあご

３階）

健康推進課
（保健センター）

44・1100

司法書士
無料相談会

相続・遺言・贈与・売買などの登記、
担保権の設定・抹消等の登記、会
社・組合などの法人の登記、簡易
裁判所の訴訟・民事調停手続、お
金の貸し借りに関する問題、その
他裁判所への提出書類作成、自己
破産・調停・個人再生手続、法律
扶助の方法、成年後見や高齢者の
財産管理など、検察庁へ提出する
告訴状の作成など、市民の方々が
抱えている身近な問題

司法書士 2月19日（日）
10時～15時

伊勢市
福祉健康センター

三重県司法書士会
伊勢支部

支部長　岩井正史
（0596）27・2488

副支部長　木本弘志
（0596）72・0181

肢体不自由児
巡回相談

身体の発達について相談のある子
ども、または先天的な疾患のある
肢体不自由児とその家族に対し、
症状に応じた診察・相談・訓練指
導

県立草の実リ
ハビリテーシ
ョンセンター
の 医師・理学
療法士

3月10日(金)
9時30分～15時30分

定員20人
対象は子どもですが、疾
患によっては大人も相談
可能です

志摩福祉センター
研修室

志摩福祉センター
43・6068

FAX43・6072
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広告

「絵かきの町・大王 写真コン
テスト展Ⅱ」を開催します

　「第10回絵かきの町・大王　写真コンテスト」
の入賞、入選作品を展示します。
と　き　２月９日（木）～３月６日（月）
　　　　９時～ 17時（最終入館は16時30分）
　　　　最終日は16時閉館
ところ　絵かきの町・大王　美術ギャラリー
　　　　２階展示室
休館日　火曜日・水曜日は休館（祝日を除く）
観覧料　無料
問い合わせ
　絵かきの町・大王　美術ギャラリー
　（大王支所に併設）  72・4336　FAX 72・4317

守ってますか　交通ルール!
無車検・無保険車は運行禁止

　無車険・無保険車は、道路を走ることができ
ません。道路を走れば違反です。
無車検車運行は、
　６か月以下の懲役、
　又は30万円以下の罰金
無保険車運行は、
　１年以下の懲役、
　又は50万円以下の罰金
無車検・無保険車運行は、
　６点減点・免許停止処分

鳥羽警察署　交通課　 （0599）25・0110

2 月の献血の日程は下記のとおりです。
市民の皆さんの、献血へのご協力をお願いします！

と　き ところ

２月10日（金）10時～11時30分、13時～14時 市役所

２月10日（金）15時～16時30分 県立志摩病院

対象は、年齢18歳～ 64歳で体重50㎏以上の人です。
※男性のみ、17歳の人も対象となります。
※65～69歳までの人は、60～64歳までの間に献血経験がある人に限られます。

問い合わせ　県赤十字血液センター　 （059）229・3582

400ml献血にご協力ください

119番通報は落ち着いて
　火災に見舞われたときや家族がケガや病気のときは、気が動転し、落ち着いて通報できなくなるこ
とがあります。慌てるあまり住所も伝えず、早く電話を切ってしまうと、消防の位置情報通知システ
ムが感知せず、出動場所の特定ができない場合があります。
　場所を特定するために、次の要領での通報にご協力をお願いします。

【通報要領】局番なしの「119」をダイヤルします。通報をすると、例のように
係員が必要なことを順番にお聞きしますので、落ち着いて正確に伝えましょう。

○火災通報の例
119 番係員 通　報　者

火事ですか？救急ですか？ 火事です。
場所はどこですか？
※場所特定のため、付近の
建物などを確認します。

△△町××（番地）です。
※世帯主名や目標物があれ
ば伝える。

何が燃えていますか？ ○○が燃えています。

逃げ遅れや、ケガ人はいま
せんか？

皆、無事に避難しています。
○○（誰）が□□（どこ）
を負傷しています。

あなたの氏名と電話番号を
教えてください。

○○　○○（氏名）です。
電話番号は△△ー□□□□
です。

○救急通報の例
119 番係員 通　報　者

火事ですか？救急ですか？ 救急（車）です。
場所はどこですか？
※場所特定のため、付近の
建物などを確認します。

△△町××（番地）です。
※世帯主名や目標物があれ
ば伝える。

救急車の必要な人の名前と
年齢を教えてください。

○○　○○（氏名）。
××歳です。

どうしましたか？ △△△△（どうした）です。
病歴や掛かりつけの病院を
教えてください。

□□（病歴）で○○病院に
掛かっています。

あなたの氏名と電話番号を
教えてください。

○○　○○（氏名）です。
電話番号は△△ー□□□□
です。

志摩広域消防組合　消防本部消防課　 43・1418重　要 慌てず、落ち着いて、
質問に答えましょう!
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2月　広報カレンダー
各種相談やイベント情報などを掲載しています
※日程などは変更となる場合があります

1 月のデータ
人口

交通

火災
救急

コンビニ受診はやめましょう！

1

Ｐ５ － 志摩びとクイズ－　答え　③満喫　　

市休日夜間応急診療所のご案内
診療日
2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

場　　所　県志摩庁舎２階
　　　　　（旧志摩保健所）
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
受付時間　□印の日は夜間
　　　　　19時30分～21時30分
　　　　　○印の日は昼間
　　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　　9時30分～12時00分
　　　　　13時30分～16時00分

今月の納税・納付
国民健康保険税　10期

後期高齢者医療保険料　8期
介護保険料　6期
※口座振替の人は、

預貯金残高をご確認ください。

納期限2月28日（火）
市税の納付に関する相談は
収税課（ 44･0212）まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
成人健康相談

（船越地区公民館・片田
共同福祉施設）

成人健康相談
（越賀多目的集会施設・
御座コミュニティセン
ター）

5 6 7 8 9 10 11 建国記念の日
絵かきの町・大王写真
コンテスト表彰式

（大王公民館）
第 3 回 志 摩 市 カ ッ プ
志摩少年サッカー大会
2017

（志摩総合スポーツ公園）

市民課窓口延長
（19 時まで）　

乳幼児健康相談
（磯部健康福祉センター
「かがやき」）
「絵かきの町・大王　写真
コンテスト展Ⅱ」（～ 3/6）

（美術ギャラリー）
もの忘れ相談（市役所）

乳幼児健康相談
（志摩幼保園内）

第 15 回神明スポーツ
少年団交流野球大会

12 13 14 15 16 17 18
第 1 回 志 摩 市 レ ク リ
エーションフェア

（阿児アリーナ）
三十路式

（賢島宝生苑）

市民課窓口延長
（19 時まで）

もの忘れ予防教室
（片田共同福祉施設）
特設人権相談

（磯部生涯学習センター）

乳幼児健康相談
（浜島幼保園内）
成人健康相談

（サンライフあご）

成人健康相談
（国府地区公民館・安乗
漁民センター）

カフェ de 国際交流
（阿児アリーナ）

19 20 21 22 23 24 25
第 10 回　美し国三重
市長対抗駅伝

（県庁前～県営総合競技
場）
司法書士無料相談会

（伊勢市福祉健康セン
ター）

市民課窓口延長
（19 時まで）

市こころの相談
（サンライフあご）

汗かき地蔵まつり

26 27 28
MCTV 杯志摩市スポー
ツ少年団野球大会

（長沢野球場）

市民課窓口延長
（19 時まで）
乳幼児健康相談

（サンライフあご）

乳幼児健康相談
（サンライフあご）

全　域
総数52,140人（-71）　男24,435人（-20）　女27,705人（-51）
世帯数22,892世帯（-22）
地区別
浜島町4,569人（-12）　大王町6,584人（-10）　志摩町10,994人（-22）
阿児町22,201人（-18）　磯部町7,792人（-9）

事故数／114件（-6）　うち人身事故7件（-12）　物件107件（6）　死者数／0人（0）
傷者数／10人（-16）

件数／0件（-5）

出動件数／ 321 件（28）　　広域管内（南勢分署含）

（平成28年12月31日現在）
（　　）内の数字は前月との比較です。

（　　）内の数字は前年との比較です。

３月26日（日）日曜窓口臨時開庁
　毎年３月末に市役所の窓口は引越しの届けなどをする人で大変混雑します。
　皆さんの待ち時間を短縮するために、転入・転出・転居手続きやこれに伴う諸証
明の発行などの窓口を臨時開庁します。
と　き　３月26日（日）８時30分～ 17時15分
ところ　市役所　市民課（１階①番窓口）
問い合わせ　市民課　  44・0210　FAX 44・5260　E-mail shimin@city.shima.lg.jp
※くわしい業務内容などは、広報しま３月号に掲載します。
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ト ピ ッ ク ス
セブンきっずガーデン杯優勝12/3

三重県体育協会グループが主催する「ガーデン杯 2016 年
度三重交通 G スポーツの杜鈴鹿カップ U-12 フットサル
大会」で神明のスポーツ少年団「セブンきっず」が優勝し
ました。伊原秀和代表は「今までの最高がベスト 16 だっ
たので優勝できるとは思っていなかった。子どもたちの
チームワークが良く、意思の疎通ができていたし、試合ご
とに成長していったと思う。普段から保護者も協力、応援
をしてくれてそれが優勝につながった」と話していました。

「差別をなくす強調月間」
街頭啓発12/5

三重県では、11 月 11 日から 12 月 10 日までの 1 か月間
を「差別をなくす強調月間」と定め、差別のない明るく住
みよい社会の実現のため様々な啓発活動を実施していま
す。こうした中、今年も差別をなくす強調月間中の啓発事
業の一環として、人権週間に合わせ、県民に人権の大切さ
と差別の不合理性を訴えるため、三重県、法務局、市町、
人権擁護委員、鳥羽警察署が連携し、志摩市長参加のもと、
イオン阿児店で啓発物品の配布など街頭啓発を実施しまし
た。

日本語教室クリスマス会12/8

日本語教室クリスマス会が、阿児アリーナで開催されまし
た。市国際交流協会が主催し、日本語教室スタッフや教室
に通う生徒、またその家族等合わせて 28 人が参加しまし
た。各国の話を聞いたり、ヨルダン出身の生徒から料理の
差し入れがあるなど、参加者同士の親睦が深まりました。

第６回大道杯少年野球大会12/18

志摩市出身で現在は福岡ソフトバンクホークスのコーチを
務める大道典良さんの功績を称え、「子どもたちの夢」を
つなぐことを目的に、しま地域福祉研究会が主催する「第
６回大道杯少年野球大会」が市内で開催されました。当日
は大道さんも来場し「最後まで諦めずにプレーしてくださ
い」と選手を激励しました。今大会は、36 チーム約 720
人が参加し、白熱した試合が繰り広げられました。

男女共同参画推進事業
「小学生対象学習会」12/19

甲賀小学校で、男女共同参画推進事業「小学生対象学習会」
が開催されました。男女共同参画社会の実現のためには、
青少年期から男女共同参画意識をもって互いに協力しあい
ながら成長していくことが大切です。学習会では、ＮＰＯ
法人ＳＥＡＮ（シーン）から３名の講師の方に来ていただ
きました。児童はＤＶＤやクイズ、劇を交えながらの授業
を通して、一人の人間として心と体を大切にすることを学
びました。

「明るい選挙推進強調月間」
啓発活動12/20

三重県選挙管理委員会が定める１２月の「明るい選挙推進
強調月間」に合わせ、志摩市選挙管理委員会では、明るく
きれいな選挙の実現に向けて、「政治家は有権者に寄付を
贈らない、有権者は求めない、受け取らない」という寄付
禁止のルールを周知するため、街頭啓発を行いました。
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プロ野球・堂上兄弟が
市長を表敬訪問しました1/12

プロ野球・読売ジャイアンツの堂上剛裕選手と弟で中日ド
ラゴンズの堂上直倫選手が市役所を訪れ、市長を表敬訪問
しました。両選手は、1 月 7 日から 14 日まで、大王町の
ともやま公園で自主トレーニングを行っており、剛裕選手
は「代打の切り札として活躍できるようにしたい」、直倫
選手は「優勝できるようチームに貢献したい」と来季の抱
負を語りました。市長は、「市としてもスポーツツーリズ
ムに力を入れているので、プロの方のお力添えを」と要請
し、両選手は「子どもの野球教室などで協力をしたい」と
話していました。

広報サポーターレポート

シルバー人材センターから
干支の置物が寄贈されました12/20しめ切り神事（安乗神社）1/10

五穀豊穣や悪疫退散、大漁を祈願する神事で、今年は、「一
の太刀」を安乗出身で愛知県新城市の中村一平さんが、「二
の太刀」を安乗の尾崎泰基さんが務め、長さ 30 ｍ、中心
の太さ 1.5 ｍの大しめ縄に太刀を振り下ろしました。それ
ぞれが、縁起がよいとされる奇数の 55 回と 29 回で大し
め縄を断ち切ると、周囲からは「ときの声」が上がり、御
利益があるとされるしめ縄のわらを見物客らが持ち帰りま
した。

市シルバー人材センターの手芸サークルから、干支の酉を
モチーフにした置物が市へ寄贈されました。置物は、7 年
前から手のひらサイズの人形を市の配膳サービスを利用
する市内の高齢者にも贈られており、人形を製作した手芸
サークルの垣内よし子代表は「受け取ってくれる人の笑顔
が見られるよう頑張って作りました」と話し、竹内市長は、

「来年は酉年なので、志摩市も羽ばたきたい」と置物を受
け取りました。

磯部図書室『稲穂でリースを
つくりましょう』12/18

『ひつじ穂』とは稲を刈り取った株から芽が出て、もう一
度稲穂の付いた短い穂です。この“ひつじ穂”を三つ編み
にして輪に造り、いろんな飾り物をつけてクリスマスリー
スを作るクラフトを、磯部図書室で開催しました。子ども
も含め、15 人程が熱心に取り組んでいました。手作りを
楽しんで自分だけの素敵なリースが出来、お部屋へ飾りた
いと喜んで持ち帰りました。クリスマスの後は、飾り物を
正月用に付け替えれば可愛い“しめ縄リース”にもなるこ
とでしょう。

山の上で雑煮を振る舞い、初日の出
を祝う・・・磯部町下之郷･高根山1/1

磯部町下之郷区では、毎年、正月早朝に区民が近くの高根
山頂に集い、初日の出の奉拝をします。地区の奉仕団体の
高根会が山頂で早朝から餅をつき、来訪者全員につきたて
の餅で雑煮を振る舞い、新年を祝います。他地区の人も登
頂し、200 人程が日の出と共にバンザイ三唱で祝います。
地区を問わず市民の皆さんもぜひおいでください。

伊勢志摩出身のJリーガーが
市長を表敬訪問しました12/28

伊勢志摩地域のサッカーの発展に協力をしたいと、J3 ア
スルクラロ所属の谷奥健四郎選手ら伊勢志摩出身の J リー
ガーが市長を表敬訪問しました。選手たちは、「サッカー
教室など、地域に貢献したい」「自分が頑張ることで、地
元の子どもたちの希望になるなら頑張りたい」と話し、竹
内市長は「伊勢志摩出身の皆さんが活躍することで、子ど
もたちの希望や励みになります。今後も頑張ってください」
と今後の活躍を期待し、サッカー教室の開催などの協力に
ついて話をしました。
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と
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

郡
上
市
で
は
今
年
の
冬
も
昨
年
に
引
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雪
こ
そ
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で
す
が
、
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す
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て
、
今
回
は
毎
年
大
寒
の
時
期
に

行
わ
れ
る
「
郡
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岐
阜
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ぼ
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。
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